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±19.5歳であった.原関は交通事故13例.作業事故3

例,その他4例で.全例が鈍的外傷であった.肝臓単独

外傷は4例で,16例で他部位の外侮を合併していた.卜】

本外傷学会分類では,Ib型 TT札 Ⅲb型13例.Li＼でr

injurI･scalptAAST)では.Gl､adp口が4札 Ⅲが12

例,rVが2†札 Vが1例であった.
腹部所見 ･画像診断のみでは,腸管指閲の診断が桝牡

であった7例に,TAP.後に診断的腹腔洗浄法 (OPH

を施行した.全例で腸管柏陽陰性と判定した.経過から

勝管損傷は無かったものと考えられ,開腹せずに経過を

みるうえで DPI.は梅めて有朋であ一つ/+I.死亡例は3

例であったが,肝損傷に関連する死亡は1刑のみであっ

すべき有朋な手段と考えられた.

19)著明な血小板減少を伴った.急性 閉塞性化

膿性胆管炎の一一救命例
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症例は67JJの女性.増強する腹痛と意識障害のため.

近医受診.検査にて重症胆管炎の診断となり,同【l当院

紹介入院.高熱,皮膚黄染,心蘭部圧痛,意識混濁,皮

下出血斑を認めた,血液検査では,強い炎症所見と,防

障害,腎障害,及び血′ト枇7000と嘗町沌:低下を認めた.

耐 象も含め,胆石による急性閉塞性化膿性胆管炎の診断

にて.緊急 ENBI)を施行した.CHI)Fは施行せずに

済み.その後状悪は次第に改善し,胆養摘tLt撒 び T+ユー

ブ ドレナージ術を施行 した.腎.肝,消化管.DII

(Diseminatedlntr(r･l＼-(lSeularlnflammEltion)の 4

臓器不全であったが.救命し得た.当院の過去5･附問の

胆管炎症例の検討と共に報告する.
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(晶葦慕采豪学新潟)

藤田みちよ
吉田 蜜介 ( 同 外科 )

症例は70歳女性,鼻出血のため耳串･fl･･に入院中GOT,

GPT.y-GTP,ALPの上昇を指摘 され内科-紹介

となった.腹部 CT,USG,MRIで著明な肝内胆管,

総胆管の嚢胞状拡張を認めた.ERCP で拡張 した乳頭

開口部から粘液の排出を認めたが橡胆管,肝内胆管は粘

液のため造影は困雛であった.粘液産性腺藤の存在を疑

い.RTBD にて粘液を排除し.PTCSを施行した.右

肝管から B6にかけて乳頭状に増殖する腫壕を確認,

粘液産性胆管癌と診断L2000年 1fH二肝右葉切除と肝

外胆管切除を施行した.右肝背から BGにかけて乳頭

状腺癌があり,乳頭状腺癌と診断された▲粘液産性胆管

癌は胆管拡張.黄痕,胆管炎など多彩な臨床像を呈する

が.通常の画像診断では診断する事が困難であり本症例

は PT(｢Sでのみ診断が可能であった.

望1)肝膿歯を併発 した肝 門 部 胆管癌 (Br)の一例

長滞 芳栽 ･夏 井 正 明

要略 表裏 :豊田 警 莞 (

県 立 新発田病院
内 f:-ト

関根 輝夫 ( 慕

=二十 二‥ "･. ::I

立 坂 町 病院
料

県 立 新発田病院

外 科

症例は66歳男性,主訴は上腹部痛.平成10年 7月,胆

道系酵素 卜舛を伴う肝障害で10月当科初診.腹部エコー一,

ERCPでは総胆管の拡張のみで.ウル'ノデス寸キシコー

ル熊.7ロブロピノン しコスパノン)投与し,肝障害は

改善,外来で経過観察されていた.平成11年10月,CEA

1.1,eA19-9148と.l二昇.腹部 eT では.肝右葉後

区域をこ肝実質が不均一に見える部位があったが,明らか

な腺癌性病変とは言えなか′)た∴平成12隼1月,上腹部

痛と黄恒が出現し∴1珊･入院となった.

入院後の各種画像診断で肝内胆管細胞癌と診断し,手

術を施行した.しかし,摘出標本の病坪診断で.肝内胆

管細胞癌と考えていた部位が案は肝腺癌であり,肝門部

胆管癌に併発したものであった.肝腺癌を併発したため

例として報告する.

22)右眼球摘出術15年後に多発性肝転移をきた

した悪性黒色腫の一例
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症例は66歳男性.1985年脈絡陣悪性黒色腫にて右眼


